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どうでるか「運だめし」...さあ

四
月
二
十
一
日
、
重
信
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
第
三

十
九
回
町
民
大
運
動
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た。

ビ
ン
倒
し
・
キ
ャ
リ
ー
で
キ
ャ
ッ

チ
・
タ
マ
入
れ
・
運
だ
め
し
・
リ
レ

ー
と
多
く
の
参
加
者
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た。

ま
た
、
今
年
は
町
制
四
十
周

年
を
記
念
し
て
、
「
聖
火
リ
レ
l

」
、

...‘町内各3地区を出発し、重
信中学校グラウンドでひとつに
なった「聖火」

険

、 r き
エ'ーつス，て

1 圭
ク Z
1.. 五
f ね

企思わずらくンザイ」

三 告 夢 ~.
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砂
ゴお
キり
ゲ紙
とを

ー 宝争
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= でそ
企「医学祭にきてね」
愛媛大学医学部学生によるダンス
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ラ
ク
タ
ー
が
会
場
に
初
登
場
し
、

愛
称
を
募
集
、
当
日
決
定
し
ま

し
た
。聖

火
ラ
ン
ナ
ー
は
、
重
信
中

学
校
陸
上
部
員
と
、
昭
和
三
十

一
年
九
月
生
ま
れ
(
合
併
時
)

の
平
岡
保
典
さ
ん
と
芝
田
晃
子

さ
ん
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

運
動
会
の
結
果
は
、
別
表
の

と
お
り
で
す。
今
年
は
、
蟻
烈
な

ト
ッ
プ
争
い
の
末
、
樋
口
分
館
と

下
林
分
館
と
が
仲
良
く
優
勝
を

分
け
合
い
ま
し
た。

企小学生による「タマ入れJ (1 年生)

'砂
‘許をき
生
き
「

グ
フ
ン

ド
一一ー コ

Jレ
フ

A応援にも力が入ります

お
め
マ
と
勺

企小学生リレー(決勝)

企初めてお目見え重信町のイメージキャ
ラクター。子ども達にモテモテ
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小 学生 リレー 818 818 818 8 120 8118 8112 818 818 818 10 16 14 210 

中 学生 リレー 6110 818 18 818 816 16 818 618 8 120 8112 8114 81204 

一般(年齢別)リレー 8 120 18 8112 818 818 10 14 8116 810 818 818 818 202 
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優勝旗授与
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は
り
・
き
ゅ
う
施
術
費

助
成
に
つ
い
て

こ
の
制
度
は
、
町
民
が
は
り

・

き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
た
場
合
に
、

そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
、

町
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す

。

-
受

給
資
格
者

①
施
術
を
受
け
た
日
現
在
に
お
い

て
満
七
十
歳
以
上
に
達
し
て
い

る
方

。

②
三
級
以
上
の
身
体
陣
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

。

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

0

・
申
請
の
方
法

は
り

・

き
ゅ
う
施
術
費
助
成
請

求
書
に
施
術
担
当
機
関
の
証
明

を
受
け
て
請
求
す
る
。

-
支
給
月
額

一
回
千
円
で

一
ヶ
月
五
回
が
限

度
。

-
支
給
先

申
請
者
へ
口
座
振
込

・
申
請

書
交
付
先
及

、

ぴ
申
請
先

役
場
福
祉
課

知
っ
て
ま
す
か

H

退
職
者
医
療
制
度
H

会
社
や
役
所
等
を
退
職
し
、
厚

生
年
金
や
共
済
年

金
を

受
給
し
て

い
る
七
十
歳
未
満
の
人
と
そ
の
家

族
は
、
「
退
職者
医
療
制
度

」

で
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

0

.
該
当
す
る
人

次
の
一
二つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
こ
と
が
必
要
で
す

。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

ヲ
匂。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

し
な
し

③
老
齢
(
退
職
)
年
金
の
受
給
者
で

そ
の
加
入
期
間
が
二
十
年
以

上
、
ま
た
は
四
十
歳
以
後
の
期

間
が
十
年
以
上
あ
る

。

-
自
己
負
担
金

①
退
職
被
保
険
者
本
人

入
院
・

通
院
と
も
医
療
費
の
二

室
ロ

②
扶
養
家
族

入
院
は
医
療
費
の

二
割

通
院
は
医
療
費
の
三
割

.
届
け
出

年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
、

十
四
日
以
内
に
役
場
福
祉
課

へ
年

金
証
書
、
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参

し
て
届
け
出
て
下
さ
い

。

ー
新
食
糧
法
の
施
行
で
精
米
表
示
が
一
新
i

お
米
の
素
顔
が
見
え
る
表
示
に
変
わ
り
ま
し
た

新
し
い
食
糧
制
度
の
ス
タ

ー
ト
に
併
せ
て
、
消
費
者
の

お
米
の
選
択
の
目
安
と
な
る

精
米
の
表
示
制
度
に
つ
い
て

も

、
よ
り

わ
か
り
や
す
く
、

よ
り
安
心
し
て
お
買
い
求
め

で
き
る
よ
う
工

夫
さ
れ
ま
し

た
。

新
し

い
表
示
制
度
で
は
、

ど
こ
で
穫
れ
た
も
の
か
、
な

ん
と
い
う
品
種
か
、
何
年
に

穫
れ
た
も
の
か
が
、
一
目
で

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

(
下
図
参
照
)

ま
た
、
精
米
の
表
示
と
内

容
に
間
違
い
が
な
い
よ
う
、

専
門
的
知
識
を
有
す
る
第
三

者
機
関
(
表
示
認
証
機
関
)
が

精
米
工
場
で
袋
詰
め
さ
れ
た

精
米
を
認
証
し
ま
す

。

認
証
さ
れ
た
精
米
に
は
、

そ
の
袋
な
ど
に
次
の
よ
う
な

マ
l

ク
が
付
い
て
い
ま
す
。

〈表示例〉

食糧庁精米表示基準に基づく表示

名| 精米
'産地|品 種|産 手T使用割合

A 産地コシヒカリ 7年産 40% 
B 産地ササ二 シキ 7年産 20% 
その他 40% 
(うち未検査米 10%) 

5 kg 

8. 1. 20 
00米穀卸株式会社

口口県00市ムム町ママ 1 -2 
TEL 012(345)6789 

00米穀卸株式会社 6，6，精米工場
口口県00郡ムム田rOO 3 -45 

TEL 0123(45)6789 

ロ
ロロ

原料玄米

正味重量
精米年月日

又は

精米工場名

販売業者名

使
用
割
合

・

ブ
レ
ン
ド
米
の
場
合
は
、

最
低
限
六

十
%
ま
で
、
原
料
玄
米
の
使
用
割
合
の
多

い
順
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
原
料
玄

米
が
多
岐
に
わ
た
る
場
合
は
、

「

ブ
レ
ン
ド

米
」
と
表
示
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

。

-

外
国
産
米
が
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、

産

地
国
名
と
そ
の
使
用
割
合
が
表
示
さ
れ
、

未
検
査
米
が
使
用
さ
れ
た
場
合
は
、
未
検

査
米
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
と

、

そ
の
使

用
割
合
が
表
示
さ
れ
ま
す

。

メ
リ

ッ

ト
表
示

消
費
者
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
目
的
で
産

地
・
品
種
な
ど
を
表

示
す
る
場
合
(
メ
リ

ッ

ト

表
示
)
、
原
料
玄
米
の
使
用
割
合
が

一
種

類
で

一
O
O
%
の
場
合
は

「
O
O
ヒ
カ

リ
」
、
七十
%
以
上

一
O
O
%
未
満
の
場
合

は
「

O
O
ヒ
カ
リ
ブ
レ
ン
ド

」
な
ど
と
表
示

で
き
ま
す
。

圃. 

グ
初
才に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
。
で
も
・
・
・

。

「
保
険
料
免
除
制
度
」

一
一」
l

歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ

ん
、
ま
た
、

二
十
歳
以
上
の
学

生
を
お
持
ち
の
親
元
の
皆
さ

ん
、
国
民
年
金
へ
の

加
入
・

保

険
料
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
が
、
手
続
き
は
済
ま
さ
れ

ま
し
た
か
。

一
般
的
に
所
得
の
な
い
学
生

の
皆
さ
ん
が
、
適
用
の
対
象
に

な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
一
般
の

被
保
険
者
と

同
様
に
学
生
本
人

ま
た
は
世
帯
主
が
保
険
料
の
負

担
が
困
難
な
場
合
に
は
、

学
生

独
自
に
設
け
ら
れ
た
免
除
基
準

の
範
囲
内
で
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

。

こ
の
免
除
基
準
と
は
、
前
年

の
親
元
世
帯
の
各
種
控
除
後
の

所
得
が
、
学
生
の
就
学
状
況
に

応
じ
て
定
め
る
基
準
額
を
下
回

る
場
合
に
保
険
料
が
免
除
さ
れ

る
と
い
う
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、

役
場
福
祉
課
国

民
年
金
係
に
お
問
い
合
わ
せ
下

去
」
い。

(!Y鑁of麕!J.. "舟悼..p乞f!' 記。6 月 1 日から 10日まで「電波利用保護旬間」てeす



確
定
申
告
の
内
容
に
間
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
申
告

を
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か

。

も
う
一
度

確
認
を
し
て
下
さ
い

。

申
告
に
間
違
い
が
あ
る
と
き

は
、
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

ま
た
、
申
告
を
忘
れ
て
い
る
方
は
、

直
ち
に
申
告
を
し
て
下
さ
い

。

間
違
い
が
あ
っ
た
と
き
の
訂
正

の
仕
方
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す

。

税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
場
合

「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

。

税
務
署
備
え

付
け
の
更
正
の
請
求

書
に
訂
正
金

額
な
ど
を
記
入
し
て
提
出
し
て
下

，
‘
}
、

。

i
L
 

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は

申
告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
か

ら
、
平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
に
つ
い
て
は
平
成
九
年

三

月
十
七
日
ま
で
と
な
り
ま
す

。

更
正
の
請
求
書
が
提
出
さ
れ
る

と
税
務
署
で
そ
の
内
容
が
検
討
さ

れ
、
正
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、

納
め
過
ぎ

の
税
金
が
還
付
さ
れ
ま

す
。税

額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
場
合

「
修
正
申
告
」
を
し
て
五
し
い
税

傾
に
修
正
し
て
下
さ
い
。
税
務
署

備
え
付
け

の
修
正
申
告
書
に

修
正

金
額
な
ど
を
記
入
し
て
提
出
し
て

下
さ
い

。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告

さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す

。

税
務
署
の
調
査
を
受
け
る

前
に
自

主
的
に
修
正
申

告
を
し
た
と
き
に

は
、
過
少
申
告
加
算
税
(
十
%
ま
た

は
十
五
%
)
が
か
か
り
ま
せ
ん

。

な
お
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新

た
に
納
め
る
こ
と
に
な

っ

た
税
額

は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日

ま
で
に
納
め
て
下
さ
い

。

こ
の
税

額
に
は
、
法
定
納
期
限
の
翌
日
か

ら

納
付
す
る
日
ま
で

の
期
間
に
つ

い
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
併
せ
て
納
め
て
下
さ
い

。

確
定
申
告
を忘

れ
て
い
た
場
合

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら

な
い
の
に
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と

き
は
、
直
ち
に
確
定
申
告
を
し
て

下
さ
い
。
申
告
用
紙
は
、
税
務
署

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

。

申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申

告
を

「

期
限
後
申
告
L

と
い
い
、

税
務
署
か
ら
決
定
を
受

け
る
ま
で

は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
な
る

べ
く
早
く
申
告
さ
れ
ま

す
よ
う
お

納
め
し
ま
す

。

税
務
署
の
調
査
を

受
け
る
前
に
自

主
的
に
期
限
後
申

告
を
し
た
と
き
は
、
無
申

告
加
算

税
が
五
%
(
税
務
署
の
調
査
ま
た

は
決
定
後

等
の
場
合

は
十
五
%
)

に
軽
減
さ
れ
ま
す

。

な
お
、
期
限
後
申
告
に
よ
っ
て

納
め
る
こ
と
に
な

っ
た
税
額
は
、

申
告
書
を
提
出
す
る
日
ま
で
に
納

め
て
下
さ
い

。

こ
の
税
額
に
は
、

法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
す

る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て

納
め
て
下
さ
い

。

詳
し
い
こ
と
は
、

税
務
署
ま
た

は
税
務
相
談
室
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い

。

クリーンな電波環境、

8年度自動車
は5

情Jレールを守って

問い合わせ先

:"8 

-
相
談
内
容

子
ど
も
の

人
権
問
題
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
相
談

(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

・
日
時

五
月
十
五
日
附

午
前
九
時
1

午
後
九
時

函
O
一
ニO
ー

O
二
五
|
五
五0

・
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委

員
・

弁
護
士

法
務
局
職
員

-
主
催

松
山
地
方
法
務
局

愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

〆色y:o. ii)("己y:o.;ø瓦炉 Cβ

納税は5月の納税
第1期

全期

5月 31 日 (金)
(醐産税第1期納期は地方税法のL
改正により、本年度に限り5月です~ / 

固定資産税

軽自動車税

納税期限
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l チ Z ックを~

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

包
九
六
四
|

四
一
七
O

ま
た
は

告
九
六
四
1

二
O
O

一
間

内
線
三
一
一

・

コ
二
二

が
ん

間
も
な
く
が
ん
検
診
の
時
期
が

や
っ
て
き
ま
す

。

年
に

一
度
の
健

康
チ
ェ

ッ

ク
を
し
て
み
ま
せ
ん

カ

最
近
特
に
増
加
し
て
い
る
が
ん

は
、
「
肺
が
ん
」
「
大
腸
が
ん
」
、
そ

し
て
女
性
で
は
「
乳
が
ん
」
で
す

。

早
期
の
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す

。

定
期

的
に
が
ん
検
診
を
受
け
て
こ
そ
早

期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
り

ま
す
。

今
年
度
か
ら

、
が
ん
検
診
の
申

し
込
み
方
法
が
変
わ
り
、
次
の
と

お
り
実
施
L

ま
す

。

ぜ
ひ
受
診
し

て
下
さ
い
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す

。

た
だ
し
、
大
腸
が
ん
検
診
の
み

必
要
で
す

。

他
の
が
ん
検
診
は
、

基
本
健
康
診
査
時
に
、
検
査

セ
ッ

ト

を
お
渡
し
し
ま
す
。

受
診
方
法

都
合
の
よ
い
場
所

・

月
日
に
受

診
し
て
下
さ
い

。

• 

• 
検
• 
診

待
ち
時
間

・
問
診
票
を
も
れ
な

く

ご
記
入
下
さ
い

胃がん・大腸がん検診 子宮けいがん・乳がん検診
月 日 場所 -対 象 40歳以上の住民 月 日 場所 -対 象 30歳以上の女性

8月 7 日・8 日 上林公民館
-受付時間 午前7時30分~

5月 28 日 下林集会所
-受付時間 午後l時 - 2時

911寺30分 -料金
9月 17 日 ~20 日 ※ 10月午前8時40分 -101時 6月 3 日・ 4 日

町民会館
子宮けいがん検診 500円

9月 24 日 町民会館 -料 金 7月 18 日・ 22 日・ 23 日 礼がん検診 100円

10月 17 日・ 18 日
育がん検診 800円

6月 19 日 上林公民館
※パス タ 才ルが必要です。

大腸がん検診 400円
※午後91時以降、絶飲食・禁煙、初l 6 月 20 日・7 月 8 日 北吉井小学校体育館
食 もとらないで下さい。 6 月 24 日・7月 3 日 南吉井小学校体育館

※ 9月 20 日 のみ、検診車は3台で
10月 18 日 町民会館す。 他の 日 (J2台です。

健

康

自
分
の
血
圧
の
状
態
を
知
り
、

自
己
管
理
に
役
立
て
る
た
め
、
次

の
と
お
り
健
康
相
談
を
行

っ
て
い

ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い

。

各
地
区
健
康
相
談

日
時
・
場
所

(左
表
の
と
お
り
)

毎
月
第
四
月

・

火
・
水
曜
日

(
た
だ
し
八
・

九
・

十
二
月
を

除
き
ま
す
)

保
健
婦
室
健
康
相
談

日
程

毎
月
第

一
・

三
金
曜
日

相

害*
齢同g

時
間

場
所

内
容O

血
圧
測
定

O

健
康
に
関
す
る
相
談

持
参
晶

O

健
康
手
帳

(
四
十
歳
以
上
の
方
に
発
行

し
て
い
ま
す

。

持
っ
て
い
な

い
方
は

当

日
発
行
し
ま

す
。

) 午
前
九
時
i

十
一
時

役
場
保
健
婦
室

測定日 時 問 場 所

9: 00-9: 30 樋 口 公民館[

9 : 40-10 : 30 横河原公民館

10 : 40 -11 : 00 志津 川 集会所
第4 月曜日 13 : 10-13 : 40 西岡集会所

13: 50-14: 20 見奈良公民館

14: 30-15: 00 田 窪 公民館

15: 10-15 : 30 田 窪 田地集会所

9: 00-9: 30 堀池集会所

9: 40-10 : 20 牛洲集会所
10 : 30-10 ・ 50 南野田集会所

第4 火曜日
11:00-11:30 北野田 公民館

13 : 10 -13 : 40 新村公民館

13: 50-14: 10 f番磨台団地集会所

14: 30-15: 00 県営牛洲団地主十l集会所

15: 10-15: 30 八反 地 集会所

9: 00-9: 30 上林公民館
9:40-10:10 下林集会所

10: 20-10: 50 上村公民館[

第4水曜日 13 : 10 -13 : 30 北野 台団地集会所

13: 40- 14 ・ 00 上樋集会所

14: 30-14: 50 山之内荒 木谷

15: 00-15: 20 山 之 内 井口公民館

各地区健康相談日程表

六月は第三月・火・水曜日に変更します。⑧ 



; 年に一度は健康 l 
>

訟­
ロ7検んが‘目市核結 • 

6月 19 日 体)

①結核検診 18歳以上の住民

②肺がん検診 40歳以上の住民

※いずれも、学校 ・職場 ・病院等で受診した方を除き

ます。

料金 ①結核検診

②肺がん検診

検診内容

①結核検診

・胸部エックス線写真
②肺がん検診

・ 問診

・胸部エ ックス線写真

.~客疾細胞診(問診の結果、必要と判断された方)

受診方法

①個人通知書を持参して下さい。!怖がん検診受診者

は、添付の問診票を記入して持参して下さい。

②個人通知書のない方は直接検診会場へお越し下

さい。

検診結果

精密検査の必要な方のみ通知します。

注意事項

①ボタン、プラスチック、金具等のついた服装、ま

たサロンパス・エレキパンは避けて下さい。

②女性はスポーツブラジャー、トレーナ一、 Tシャ

ツ等を着用すると便利です。

③二次検診は左表のとおり 7月に行います。 通知は

しませんので、ご注意下さい。

無料

100同

対象

館

田窪団 地 集会所

下林宮ノ段集会所

J A重信問T拝志支所

山之内 公民館

山 之内井口公民館

樋口公民館
見奈良公民館

上 村 公民館[

新 村 公民館

南野閃区倉庫前

西岡集会所

重 信 町民 会館[

北吉井小学校体育館

南吉井小学校体育館[

上林公民館

下林集会所

重 信 IIIT 民 会館

南野田区倉庫前

上林谷ノ〈ス停

上林公民館

堀 池 集会所

牛測集会所

八反 地 集会所

志津 川 集会所

牛淵l団地第一集会所

横河原公民館[

所

民ア入
J4 

場

窪田

時間

13 ; 30-15 : 30 
16: 00-18 : 30 
13: 30-15 : 30 
16: 00-18 : 30 
13 : 30-15 : 00 
15 : 30-18 : 30 
13: 30-14 : 30 
15 ・ 30 -18 :30

13: 30-15 : 00 
15: 30-18 : 30 
13: 30-15 : 00 
15 : 30-18 : 30 
13 : 00-14 : 00 
14 : 30-15 : 30 
16 : 00-18 : 30 
13 : 00-13 : 30 
14:00-15:00 
15: 30-18 : 30 
13 : 30-16 : 00 
16 : 30-18 : 30 
13 : 30-14 : 30 
15 : 30-18 ・ 30

14: 00-15 : 30 
16: 30-18: 30 

9: 00-9: 30 
10:00-10:30 
11:00-11:10 
l1 : 20-11 : 30 
13: 30'-14: 30 
14: 50-15: 00 

月日(曜日)

二次検診

7月 29 日 (月)

6 月 26 日 (水)

6月 27 日 (木)

6月 28 日後)

7月 1 日 (月)

6 月 20 日 (木)

6月 21 日後)

6月 24 日 (月)

6月 25 日 (火)

6月 17 日 (月)

6 月 18 日 (刈

.. 
・~ ごE

1 日子週

一

… … 

-
E 耳 E 耳.

~-圃
，~・

「
骨
粗
し

よ
う
症
」

と
は
、
「
骨

量
(
骨
の
中

の
カ
ル
シ
ウ
ム

量
)
が

次
第
に
少
な
く
な
り
、
も
ろ
く
な

っ
て
骨

折
し
や
す
く
な
っ
た

状

態
」
を
い
い

ま
す
。
年
を
と
る
と

共
に
、
誰
も
が
骨
量
は
減
っ
て
き

ま
す
。日

常
生
活
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の

摂
り
方
や
運
動
に
よ
っ
て
骨

量
の

減
少
を
少
量
に
抑
え
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
「

骨
を
豊
か
に
」
保
っ
て

生
き
生
き
と
生
活
を
送
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

男
女
問
わ

ず
誰
で
も
参

加
で
き

ま
す

。
ふ
る
っ
て
ご
参

加
下
さ
い
。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員

又
は

保
健
婦
ま

で
。

月日(曜日) 場 所 時 間 準備物 内 壬円』ヨ「 担当

平成 8年 5 月 13 日 (月) 新村公民館 10 : 00-12: 30 
エフ。ロン

1.骨粗しょう症の理解
①原因、症状、治療と予

6 月 5 日同 横河原公民館 11 防

7 月 2 日(!k) 上林公民館
タツノfー

②運動のすすめ
11 

タオノレ 2 カルシウム強化のた 栄養士
10月 1 日附 上樋集会所 11 めの作戦

11 月 1 日掛 田窪公民館
筆記用具 ①カルシウムの多〈合 保健婦|

11 まれている食品・調

平成 9年 2 月 5 日附 西岡集会所
運動のできる 理法

11 

服装 ②カルシウム強化献立

3 月 6 日 (木) 牛糊集会所 11 (調理と試食)



日

予

-弘、

'""fÇ'\・

下
表
の
と
お
り
、
個
別
・
集
団

接
種
の
方
法
で
、
予
防
接
種
を

実

施
し
て
い
ま
す

。

各
予
防
接
種
の
く
わ
し
い
受
け

方
に
つ
い
て
は
、
「

予
防
接
種
と
子

ど
も
の
健
康
」

ま
た
は
「
予
防
接

種
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
・
予
防
接
種
手

帳
を
よ
く
お
読
み
下
さ
い

。

(予
防

接
種
手
帳
等
は
、
福
祉
課
、
ま
た

は
保
健
婦
室
で
発
行
し
て
い
ま

す
。

)

※
予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、
必

ず
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
ご
不

明
な

点
は

、
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ι 

� 

個別接種指定医療機関

医療機関名 所在地 接種医師名 電話

西村医院 志津) 11 999-6 西村光雄 964-2461 

藤石病院 志津川 1843-1 藤石慎二 964-1234 

辻井循環器科内科 田窪2030 辻井武!責 964-0013 

八木耳皮庫咽喉科 牛訴IJ1156- 1 八木妬 964-5400 膚科医院

西野内科クリニック 牛測1073 西野仁 964-2200 

いのうえ小児科 野田2丁目 485- 1 井上哲志 955-0055 

防

t妾

種

来日I名変更に伴い C\ 、のうえ小児科Jの住所が上'_~èの とお り 変更 しました。

個別接種 集団接種

接 0 1町内の指定医療機関で個別に受ける方法です。 0指定した会場 (IIIJ 民会fif: ' 学校等)で受ける方法です。

種
(指定医療機関は予防接種手帳P24 を参照) 0 受付 11寺間は、 14:00-14:30です。 (11寺間厳守)

0 11寺期: 年間を通して接種できます。 (事前に医療機関 0 時期 rわが家の健康カレンダー」・ 「広報しげのぶ」

方 に予約) でお知 らせします。 個人通知はしません。

0持参品: ffJ 子手帳、予防接種手 1 1長 (予診票及び依頼 0持参品: 1司子手帳、 予防接種子l限(予診票)、 印鑑、

法 書)、体温計ー。 i本j昆計。

0 学校で受ける予防接種は学校から配 られ る 説明書を

よ く 読み十分ご理解の うえ、申し込んで‘下さい。

予
ニ種混合第l期 生後3か月 -90か月未満 手L ポ リオ 生後3か月 -90か月未満 (2回)

防 ( ジフテリア) 初回 (3-8週の間隔で3回) 幼 日本llìlJ~~第 1J羽 初回 (2回 )3歳児 ・ 追加 (1回 )4歳児
百 日せ き

接 破傷風 追加(初回3回終了後12 -18か月 でl回) ~日レ BCG 生後3か月 - 4歳未満のツベlレ7 1 ) ン反応報査陸性児
種

風しん 小学l年生 1 ) ・ 1:1-1学2年生2)
の 麻しん 生後12か月 -90か月未満
種

(はしか)
チ品4 日本)Jìli~~ 第2NI 小学4年生 (9歳 -12歳)

妻頁 . 第3J明 Itl ~2 ・ 3年生 (1 4歳 ・ 1 5歳)
と

対象 風しん 生後12か月 ~未就学児 中 三種混合第2)明
小学6年生

※必ず、麻しん予防犠程後に桜種す
品十.... (ジフテ リア ・破傷風)

者 る こ と 生 BCG +:i: l 1f生 ・'1 1学 l年生の '1べlレク I} ;;反応検査l持 者

1)風 しんの予防綾極は平成8 -11年度の問、小学 l 1f ~1二 で生後90か月未満について行う

2) 中学生について行う風しんの予防接種1 ;1、 平成711'4 月 l 日 から平成15!j: 9 f1 30 日 までの|剤 、 昭和5W4 fl 2 日 から i昭和6211' 101'11 日 ;までの ìil l に生まれたおについてí'd

お
と
し
よ
り
健
康
相
談
室

「
お
と

し
よ
り

L
と
そ

の
家
族
を

対
象
に
、

心
と
身

体
の
健
康
相
談

を
行
い
ま
す

。

家
庭
で
困

っ
て
い
る
こ
と
、
自

分
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

こ
と
、

痴
呆
に
関
す
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い

ろ
な

相
談
に
応
じ
ま
す

。

お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い

。

対
象
町

内
在
住
の
老
人
及
び
そ

の
家
族

時
間

午
後
二
時
i

四
時

場
所
町

民
会
館
診
察

室

担
当

医
師
、
保
健
婦

料
金

無
料

内
容

個
別
で
相
談
に
応
じ
、

必

要
な
指
導
及
び
助
言
を
行

い
ま
す
。

※
予
約
制
で
す

。

事
前
に
お
申

し

込
み
下
さ
い

。

日程表
4 月 2 '16 日
5 月 7.21 日

6 月 4 '11 日
7 月 2 '30 日
8 月 13 ・ 20 日

9 月 3 '10 日
10 月 1 • 29 日
11 月 5 '19 日
12 月 3 '17 日
1 月 14 ・ 21 日

2 月 4 '18 日
3 月 4 '18 日

生
ご
み
の
減
量
化
を
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
に
、
生
ご
み

処
理
容
器
の
購
入
者
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
。

補
助
対
象

町
内
の
一
般
家
庭
を
対
象
と

し
、
年
間
に

一
世
帯
二
個
を
限

度
と
し
ま
す

。

補
助
金
額

別
表
の
と
お
り
で
す

。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

J
A

重
信
町
(
北
吉
井
・

南
吉

井
・

拝
志
各
支
所
)

※
申
し
込
み
に
印
鑑
が
必
要
で
す。

そ
の

他
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た

ら
、

役
場
生
活
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

包
九
六
回
ー

二
O
O

一
間

(
内
線
五
五
一
・

五
五
二
)

ごみの減量につとめましよう

;;. すべて火曜日

生ごみ処理容器価格表 {単位円)

容器の種類 容量
販売価絡 IIIT補 購負入担者 I
(i自費税込) 助金

A 120 Q 6 , 500 3, 000 3, 500 

B 130 Q 5, 000 2, 500 2, 5001 

C 200 Q 7.500 3, 000 4, 500 

D llQ 1 , 600 800 800 

E 15 Q 2.000 1,000 1, 000 
Dと Eは 「ポカシJ 平'ï-If片手 総です。



つ

指
ぜ
聞
い
ν
τ
ν
け
怠
V
A
m
『
私
め
尊
敬
守
3
人
』
つ
・
つ
・

「
尊
敬
す
る
こ
と
は
差
別
に
な
る

の
」
と
い
う
投
書
を
紹
介
し
ま
す

。

「
「

尊
敬
す
る
人
は
だ
れ
で
す
か

」

面
接
試
験
の
と
き
、
こ
う
聞
か
れ

で
も
答
え
な
く
て
よ
ろ
し
い

。

こ

れ
は
差
別
に
つ
な
が
り
ま
す

。

」
あ

る
日

、

先
生
が
こ
ん
な
こ
と
を

言

わ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
質
問
が

ど
う
し
て
差

別
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
。

「
尊
敬
で
き
な
い
人
は
だ
れ
で

す
か
」

と
い
う
質
問
な
ら
、
ま
だ

わ
か
る

。

人
間
、
尊
敬
で
き
る
人

の

一
人
や
二
人
必
ず
い

る
は
ず

だ
。

今
、
差
別
問
題
が
大
き
く
な

っ

て
い
る
中
で
、
こ
ん
な
こ
と
ま

で
差
別
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か

。

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
う
か
う

か
、
私
は
あ
の
人
の
こ
と
を
尊
敬

す
る
、
と
か
口
に
出
す
こ
と
が
で

き
な
い

。

私
は
、
こ
の
質
問
が
差

別
に
な

る
と

い
う
理
由
が
わ
か
ら

な
い
。

(
平
成
五
年
七
月
十
四
日
付

百 ιけれよ;9 

愛
媛
新
聞
)

き
て
、
皆
さ
ん
方
は
ど
う
お
考

え
に
な
り
ま
す
か

。

就
職
試
験
や
入
学
試
験
の
面
接

時
に
、
「

尊
敬
す
る
人
」
を
質
問
し

た
り
、
作
文
を
書
か
せ
た
り
す
る

こ
と
は
、

受
験
す
る
人
の
思
想
や

信
条
を
確
か
め
る
こ
と
に
つ
な
が

り
や
す
く
、
試
験
官
の
判
断
に
よ

っ
て
は
、
採
用

・

不
採
用
の
判
定

材
料
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

日
本
国
憲
法
は
思
想
信
条
の

自
由

を
保
障
し
て
お
り
、
尊
敬
す

る
人
物
に
よ
っ
て
採
否
の
判
定
が

な
さ
れ
る
こ
と
は
こ
れ
を
侵
害
す

る
も
の
で
、
受
験
生
の
人
権
に
関

わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
尊
敬
す
る
人
を
聞

く

こ
と
が
常
に

差
別
に
つ
な
が
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
差
別

に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
特

に

就
職
試
験
の
面
接
時
等
に
お
い

て
は
適
切
で
は
な
い

の
で
、
聞
か

れ
で
も
答
え
な
く
て
も
よ
い
と
し

て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
普
段
の
会
話
の
中
で
、

「

あ
な
た
の
尊
敬
す
る
人
は
だ
れ

な
の
」

と
聞
く
の
と
は
全
く
次
元

の
違
う
問
題
な
の
で
す

。

就
職
試
験
に
際
し
て
重
視
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、

本

人
の
能
力
・
適
性
及
び
意
欲
で
あ

り
ま
す

。

そ
れ
以
外
の
こ
と
、
例

え
ば
、
「
お
父
さ
ん
の
職
業
は
」
「お

母
さ
ん
の
学
歴
は
」
「
貯金
が
い
く

ら
あ

り
ま
す
か

L
「
持
ち
家
で
す
か

借
家
で
す
か
」

な
ど
、

家
庭
環
境

や
家
族
の
職
業
、
資
産
の
有
無
な

ど
を
聞
く
こ
と
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

し
、
働
く
能
力
や
意
欲
と
全
く
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん

。

同
様
に
、
「
ど
こ
で
生
ま
れ
ま
し

た
か

」
「あ
な
た
の
育
っ
た
所
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

」

な
ど
と
聞

く
こ
と
も
、

本
人
の
責
任
に
帰
さ

な
い
こ
と
で
あ
り
、
特
定
の
地
域

の
出
身
者
を
排
除
し
よ
う
と
す
る

意
図
が
う
か
が
え
ま
す

。

ま
た
、
宗
教
、
支
持
政
党
、
生
活

信
条
な
ど
に
ふ
れ
る

こ
と
も
、

憲

法
で
保
障
さ
れ
た

「
信
教
」、

「
思
想

及
び
良
心
」
、
「

信
条
」
の
自
由
を

侵
害
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

進
学
、
就
職
、
結
婚
は
、
人
生

の
節
目
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す

。

希
望
あ
ふ
れ
る
人
生
の
門
出

が
、
能
力
、
意
欲
、
適
性
を
正
し

く
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
本
人

の
責
任
で
な
い
こ
と
で
ふ
み
に
じ

ら
れ
る
こ
と
を

許
し
て

は
な
り
ま

せ
ん
。

就
職
に
際
し
て
「

尊
敬
す
る

人
」

を
聞
く

こ
と
は

、
そ
の
人
の
一
生

を
左
右
し

か
ね
な
い

就
職
差
別
に

つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
知

っ

て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す

。

篤

士
ゆ寄
附

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ
い

ま
し
た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と

う

ご
ざ
い
ま
す
。

(
敬
称
略
)

〈
一
般
寄
付
〉

チ
ャ
リ
テ

ィ

l

伊
予
民
謡
研
究
会

富
士
弥
教
室

井
門
久
男
(
田
窪
)

大
森
サ
キ
子
(
下
林
)

〈
香
典
返
し
〉

高
市
和
子
(
上
村
)
亡
夫

・

港

葛
原

明
(
牛
洲
)
亡
母
・
ユ
タ
カ

第
一
展
示
室
は
竹
の
民
具
展

第
二
展
示
室
は
農
具
と
運
搬
具

そ
し
て
口
ビl
は
新
収
蔵
品
展

図
書
館
の
三
階
は
全
室
展
示

中
。

エ
レ
ベ
ー
タ
で
上
が
れ
ば

手
仕
事
日
本
の
懐
か
し
い
世
界

が
あ
り
ま
す
。
(
五
月
末
ま
で
)

歴
民
の
資
料
を
研
究
や
調
査
に

ご
利
用
下
さ
い
。

歴
民
が
館
蔵
す
る
資
料
は
、

研
究
や
調
査
の
た
め
に
お
貸
し

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

E
9
6
4

1
1

5
0
0

附

•• 
'
 

陶
'
.

h何
円
.

e

ｭ

••• .. ，一
‘

19 3 -" 
日日 五

2diE 
R 日 詰
27 5 日
日目、 〉

31 ~ 
日 一、

13 
日
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手

話

教

室

手
話
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

O

期
間

平
成
八
年
六
月
l

平
成
九
年
二
月
(
月二
回
)

0

時
間

初
級

中
級

午
後
七
時1
八
時
三
十
分

午
後
八
時
四
十
分

1

九
時
四
十
分

O

場
所

町
民
会
館

。

教
材
費

六
O
O
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)

O

講
師

愛
媛
県
手
話
サ
ー
ク
ル

連
絡
協
議
会
会
長
、
河
野
静
枝

先
生
、
奥
原
し
の
ぶ
先
生

O

申
込
締
切

五
月
三
十

一
日
働

日程表
6 月 19 ・ 26 日

7 月 3'17 日

8 月 7.28 日

9 月 4'18 日

10月 2'16 日

11 月 6'20 日

12月 4.11 日

1 月 8'22 日

2 月 5 ・ 19 日

問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

宮
九
六
四
l

一
五
O
O
刊

中
央
料
理
教
室

料­
理・

目の・
指鉄・
そ人・
うを
ノ

/アラ / ) 

l ホント /

E 

"一一」日

すべて水曜 日

町
内
在
住
女
性
(
職
場
が

町
内
の
方
も
可
)
三
十
名

六
月
十
三
日
同

・

二
十
七

日
嗣

七
月
十
一
日
同

九
月
十
二
日
嗣

・

二
十
六

日
嗣

時
間

午
前
九
時
三
十
分
i

十
二
時

場
所

町
民
会
館
栄
養
指
導
室

内
容

季
節
に
応
じ
た
家
庭
料
理

参
加
費

三
、
0
0
0
円

(
材
料
費
の
み
)

講
師

松
山
シ
ェ
フ
ル
l

ル

高
橋
博
子
先
生

申
込
締
切

五
月
三
十
一
日
働

対
象

日
程

文
化
協
会
固
体
紹
介

重
信
お
や
こ
劇
場

私
達
は
親
と
子
が
一
緒
に
生
の

舞
台
に
触
れ
、
共
に
感
じ
る
こ
と

を
目
的
に
し
た
団
体
で
す
。
先
日

の
舞
台
劇
『

三
人
の
ひ
ょ
う
げ
も

ん
』

は
、
小
さ
な
子
も
大
人
も
笑

っ
て
楽
し
め
た
と
好
評
で
し
た
。

会
費
は
月
額
千
円
で
す

。

他
に
も
手
作
り
企
画
で
、
遠
足

や
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、
海
水
浴
、
パ

ザ
l

、
新
年
会
な
ど
を
行

っ
て
い

ま
す

。

昨
夏
は
、
山
之
内
の
河
原

で
、
水
遊
び
、
焼
肉
、
す
い
か
割

り
と
、
た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
あ
な
た
も
ぜ

ひ
参
加
し
て
下
さ
い

。

楽
し
い
で

す
よ
。

(
事
務
所

九
六
四

|

七
一

八
八
)

コンサート

ー一一一-----­「ラテンリズムで元気いっぱい音楽会」
おや二劇場 5月例会

「マイ・フレンド・フォーエノすー」
親と子のよい映画をみる会 第 1 固定例映画会

珍しいたくさんのパーカ ッ ションを紹介しながら、

ラテ ン リズムを演奏 します。

リズム好きなこどもたち/ 太陽の国の音楽で元気

いっぱい踊りましょう 。 会場内は、もうカーニパル。頭

の先からつま先まで、楽しさを/

' 日時

隣家に越してきたのは、 HIVに感染した少年…・ ・死

と背中あわせにもかかわらず、決して希望を捨てずに

生きる少年の姿を前に、あなたは何を語れるだろう
か?

5 月 28 日同

午後B時半~
町民会館

大ホール

参加費会員制

(随時入会可)

964-7188 
964-5719 
964-6913 

連絡先

事務所
越智

清水

場所

〔字幕スーパー〕

5 月 25 日 (土)

①10時~11時40分

②1 4時~15時40分

場所 町民会館大ホール

入場料

前売り大人1 ， 000円

(当日 1 ， 100円)
小中学生 700円
(当日 800円)

(幼児は、保護者同伴でお願いします)
主催 重信町親と子の

よい映画をみる会

重信町教育委員会

重信町文化協会

日時
偉
惚
a
い
で
求
人
に
&
ろ
内
と
し
て
い
た

2

・a
室g
a--，
た
め
に・

"'~i!X".剖ノ栂ノ包fcù官Xフ/関〆ゆ

後援

il-rしくは県庁女性政策課 941-2111 附)まで

ド
一

〆
咽
・い

一
時

ブ
一
日

以1
3

4

4
、
同



町

40 

告。

周

「夢創造、

生きがい発見
信町」

年
コ
u

-
-
=
目
倒... 

忍

業

記
念
式
典
6
月
初
日
働
町
民
会
館

-
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

と
こ
ろ
松
山
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

重
信
町
は

、

北
吉
井
村
、
南

吉
井
村

、

拝
志
村
が
合
併
し
、
今

年
で
四
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。

町
で
は
、
記
念
の
年
と
し
て
、

六
月
二
十
八
日
に
記
念
式
典

を
行
う
他
、
次
の
よ
う
な
各
種

事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多

数
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

ニ
れ
か
ら
の
主

な
記
念
事
業
予
定
、
詳
し
い
日

程
、
内
容
等
は
決
定
次
第
、
広

報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
口

上林・水の元からの重信町

こ
れ
か
ら
の
主
な
記
念
行
事
予
定

1 1 
月

• と 町 7 
さ 制 L司
つ 40 1=司
悶丁 周 " -

E主 杢
会 記

ロノf

F ネ
, Jレ

展

-
町
制
刊
周
年
記
念
音
楽
会

と
こ
ろ
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

10 
月

-
町
民
参
加
の
落
語
講
演
会

と
こ
ろ
町
民
会
館
大
ホ
ー

ル

-
町
制
刊
周
年
記
念
植
樹

と
こ
ろ
重
信
町
総
合
公
園
予
定
地

-
町
制
刊
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
こ
ろ
町
民
会
館
大
ホ
ー

ル

ヨロシクね/

四
月
二
十

一
日
の
町
民
運
動
会
で
、
イ
メ
ー

ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ

ー

の
愛
称
を
、
当
日
募
集
し
た
結
果
、

応
募
総
数
二
百
十
の
う
ち
、
多
数
を
占
め
た
、

「
か

ぼ
ち
ゃ
ん
」
に
決
定
し
ま
し
た

。

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
行
事
に
、
登
場
し
ま
す
の

で
、
ご
愛
顧
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

愛媛県レディースリポーター募集

重
信
町
で
は

今
年
度
も
引
き

続
き
海
外
研
修

者
を
募
集
し
ま

す
。
こ
の
事
業

は
海
外
研
修
を

通
し
て
国
際
的

な
視
野
と
感
覚

を
養
い
、
地
域
に
お
け
る
国
際

交
流
及
び
地
域
づ
く
り
の
リ
ー

ダ
ー

育
成
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

本
制
度
を
活
用
し
海
外
研
修

を
実
施
し
よ
う
と
す
る

個
人
及

ぴ
団
体
は
、
研
修
実
施
日
の
二

ヶ
月
前
ま
で
に

役
場
町
民
課
住

民
係
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

。 ÔP，rifO "cf!>世辞。 忍理ソr唱
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野
田
地
区
に
お
い
て
施
行

し
て
い
ま
し
た
土
地
区
画
整

理
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
の

で
、
4

月
日
日
よ
り
同
事
業

区
域
内
及
び
周
辺
区
域
の
大

字
が
図
の
よ
う
に
確
定
し
ま

し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総

務
課
ま
た
は
都
市
整
備
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

変
更
の
区
域
(
下
図
参
照
)

国
道
刊
号
線
か
ら
北
側

の
大
字
南
野
田
及
び
北

野
田
の
区
域

(7IJ 

野田土地区画整理事業
胞行区域外 ~ 

凡

九 {列

野田三丁目 | ;ッ | 
一一L一一一

5
月
目
白

新
用
途
地
域
決
定

「
建
築
確
認
申
請
に

ご
注
意
下
さ
い
」

都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法

の
改
正
に
伴
う
新
用
途

地
域

の
決

定
は
、
五
月

三
十

一
日
を
予
定
し

て
い
ま
す

。

そ
れ
以
降
の
建
築
確

認
申
請
に
は
、
新
用
途

地
域
制
度

に
よ
る
建
築
物
の
用
途
制
限

等
の

規
制
が
適
用
さ
れ
ま
す

。

ま
た
、
五
月
三
十
一
日
時
点
で
、

既
に
建
築
確
認
を
受
け
て
建
築
工

事
中
の
建
築
物
に
つ
い
て
は
旧
用

途
地
域
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
建

築
確
認
を
受
け
て
い
て
も
工
事
に

着
手
し
て
い
な
い
建
築
物
は
、
新

用
途
地
域
の
適
用
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
下
さ
い

。

新
用
途
地
域
の
図
書
は
、
県
庁

都
市
計
画
課
及
び

役
場
都
市
整
備

課
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

。

い
じ
め
、
不
登
校
の
増
加
等
、

深
刻
な
教
育
環
境
の
変
化
に
備

え
て
、
重
信
町
で
も
、
四
月
か

ら
教
育
相
談
の
制
度
を
拡
充
し

中
小
l
v
h
~
。

専
任
の
相
談
員
を
置
き
、
電

話
相
談
、
来
訪
相
談
、
学
校
訪

問
、
家
庭
訪
問
等
に
応
じ
ま
す

。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

。

@-Õ)@/OX'l匂限定X宣伝X!'/eX"〆Õ)@~@

月
1

土
眼
目

午
前
九
時
l

午
後
五
時

場
所

図
古
館一F

教
育
相談
室

電
話
九
六
回

l

三
四
三
七

※
相
談
員
が
外
出
等
で
不
在
の

時
は
、
留
守
番
電
話
に
な
っ

て
い
ま
す

。

ま
た
、
直
接
お
越

し
に
な

っ
て
も
結
構
で
す
。

容

友
人
関
係
、
し
つ
け

、

学
校
不
適
応
、
い
じ

め
、
学
習
方
法
、
進

路
問
題
、
そ
の
他

日

時

10時から5月 19 日記念行事開催

内
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愛媛県組織改 正 (4月 1 日より)

愛媛県では、 「生活文化県政 新プラン2 1J の具体化に取り組むため、 主要事業に対応できる組織を整備す る
観点から、 実質的な仕事のできる体制とすることに重点を置き、 4 月 1 日付けの組織改正を行いました。
組織改正の主な事項は、次のとおりです。

改正事項 改 正 内 ばF口マ一 改正事項 改 正 内 句'ロ会マー

交通消防課「防災 本県防災対策の充実強化の一環として、新たにへ 生世学習訪l r中核 中核美術館の閉館に向けて、施設整備及び美術作
航空事務所」の設 リ コ プタ ー を導入して消防防災活動等を行うた 美術館係」の設置 品収集等の準備を進めるため、「中核美術館係」を
置 め、松山空港内に「防災航空事務所」を設置する 設置しました。

とともに、「消防防災航空隊」を配置しました。 都市整備課「こど えひめこどもの械(仮称)の建設に当たって、土木
また、防災情報業務の高度化に対応して、交通 iì1j もの級建設係」 の 工事を一貫して執行する休日目l を整備するため、者11
防課j!I，\線係を 「防災情報係」に、防災係を「防災 吾f氏9: flï 市笠陥~qt に「=と‘もの城建設係」を設置しました。
企画係」に改称しました。 四粂地方向「中山 中山川 ダムの平成8年度新規建設採択に伴い、四

地域医療諜「地域 地域保健法の施行に伴う保健所の組織・業務等の 川ダム建設事務 粂地方局に「中山川ダム建設事務所」を設置し、
保健係」 の設置及 見直しゃ市IIIT村に対する支援策の検討など、新し 所」 の設置 同事務所に 「用地課」及び「建設課」を置きま し
ぴ看護婦養成所 い地域保健体制の整備を推進するため、地域医療 た。

開設準備担当職 認に「地域保健係」を設置しました。 松山地方局建設 従来、松山市に管理を委任していた松山港のう

員の配置 また、平成9年4月、伊予三島市に設置する県立看 音1I管理課 rFAZ ち、 FAZ I期連港湾純設(松山港外港地区)につい
護婦養成所の開設準備を進める ため、 地域医療õ* 港湾管理係」 の設 ては、今後、県が直接管理する こととし、松山地
に教員予定者を Ilf.l設準備担当職員として配置し 置 方局建設部管理!諜に r FAZ港湾管理係J (松山港
ました。 外港地区に市駐)を設置しました。

企業振興課及び 産業計画業務の治大に対応して、企業振興訪日 li芭| (警原本音11関係) 松山東警察署と伊予管察署を分害11 し、松山市北土

経営指導課の係 振興係を、言| 画音1 1門を担当する「経済計画係」 及 「松山南醤察署」 居 111] に「松山南警察署」を新設しました。

の改編 び事業部門を担当する 「経済振興係」に分割しま の設置及び警察 また、鑑識課の líf:t置機 l:)lj として設置している科学
した。 本音11 科学痩査研 短査研究所を独立させました。
また、中小企業の経営診断体1l， Ijの効率化を図るた 究所の独立
め、経営指導課前業診断係及び工業診断係を統合
し「中小企業診断係」 としました。

くその他の組織改正〉
(1)交通消防課交通教育係及び交通指導係を統合し「交通教育指導係」 を設置
(2)林業試験場総務課に「研修係」を設置、 rj羽子分場」を廃止
(3)宇和島地方局土地改良課南予用水係を「南予用水第一係」 と 「南予用水第二係」に分害Ij
( 4lïL9粂地方局丹原土木事務所「中山川 ダム部l査諜」を廃止
(5 )今治地方局建設部建設第三i.~l r 弓 l~í1 J大橋建設係」を廃止
(6 )松山地方局久万土木事務所建設第二謀 「石鎚スカイライン係」を廃止
(7)道前進後発電所及び松山 ・松前地区工業用水道管理事務所を統合し、「松山発電工水管理事務所」を設置
(8)今治病院及び新居浜病院の組織援備(外来医事係と入院医事係を統合し 「医事係」 を設置、薬剤古j) r薬事係J r調剤係」を設置)

平成 8年度衛生委員・母子保健推進員名簿
地区 名 氏 名 住 円好 TEL 地 区名 氏 Fコ7 住 所 TEL 

山 之内 和田 克子 山之内1476-1 964-0619 牛 決IJ 重見康子 牛i刈635 964-0797 
1/ 加藤鶴美 山之内537-1 964-2490 1/ 井門幸見 4ニ洲 1487 964-2820 

" 酒井清子 山之内51 -3 964-8962 牛 ì~1j団地 鶴崎悦子 牛j期団地38t.東25号 964-1348 
指南 口 磯金美年子 樋口 752-2 964-8183 " 田中 美鈴 牛湖団地16棟271号 964-4571 

" 磯金美知子 樋 |コ 982-2 964-2368 播磨台団地 高橋富美子 西岡599-7 964-3753 

横河原 佐伯吉清 横河原387 964-1370 " 高橋 広 西岡599-24 964-1245 
1/ 参川 恭子 横河原348 964-2642 上. お目 田中千代子 止|ニ測1848-6 964-6863 
1/ 岡田 幸子 横河原181-1 964-9756 南野田 平岡 均 南野田331 964-8555 

志津 川 矢内貴子 J在、 i章} 11 1191-8 964-9701 " 中内美智子 南野田290-3 964-1042 

" 大立淘子 志津川 1532 964-6483 北野田 相原 明子 北野田 147 964-0840 

" 松本隆繁 志津川 1893 964-6497 1/ 高須賀英子 野田1丁目 1068-4 964-8180 

西 岡 和国典子 西岡1409 964-2500 北!tÍ'台団地 藤田 義直 野田1丁 目 988- 1 5 964-5911 

" 谷口 宮子 西岡420 964-8226 事庁 十l 牧 多佳子 北野田791 964-8393 
見奈良 高原信之 見奈良458-2 964-0698 " 渡部敏子 北野|日 1223 964-8454 

" 久保 昌美 見奈良1368-4 964-5839 林 杉木時子 上林 l干1 858 964-8544 

田 窪 東 恭一 田窪1619 964-6194 " 高須賀タマヨ 上林甲3239-2 964-3300 

" 渡部 肇 田窪1353 964-0752 " 森 健二 上林甲2574 964-8918 

" 海稲やす子 田窪1708 964-3570 林 松浦政行 下林1f1 2506-3 964-32151 

" 山内千里 田窪405 964-0733 " 竹村町子 F中本甲 2862 964-27321 

田窪田地 宮脇末魔 田窪1976-34 964-2106 上 十t 永野隆一 上村・甲434-3 964-3176 

牛 j刻 山内孝之 牛測485 964-8266 " 倉瀬キヨミ 上村申99 964-3596 

11 

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
d

F 静也OX"~世/ぽ/団山援上自衛隊松凶嵯屯地創立41周年
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事
務・
)

(
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)

(
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宅
)
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般
土
木
)

(
建
築
確
認
)

(
一
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木
)

(
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制
整
備)
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凶
町
県
出
向

〈
ぶ
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出
ふ
之
島
阻》

(矧
制
計
画)

(紬
制
附
完
)

000  
主技主技主水

事 師 事 師査

佃
一
彦

竹
森
尚
樹

加
藤
恵
子

村
上
雄
紀

大
北
勝
也

道

課

課
長
小
山
澄
閉
力

詑
媒
華

池
川
忠
徳

O
工
務係
長
与
森
定

主
事
大
森
泰

O
技
師
補
大
西
一
正

嘱
託
井
上
昭

双
葉
保
育
所

。 。

保 毒 所
f呆

母 母長

。。

調
理 1/

貝

補

" ~力.耳殻 ' 
t=--l 

" 

渡
部
幸
子

上
堂
由
美

篠
原
み
は

岡
本

業

小
倉
浩
子

八
塚
幸
子

高
市
志
保

森
優
子

藤
本
恵
理子

高
橋
淑
香

高
規
制H美
智子

中
村
美
幸

大
久
保
真
理

岸
尾
千
代
子

安
平
恭
子

丹
生
谷
良
子

中
村
静
江

大
野
恵
子

、
土
居
熊
代

渡
部
嬬
子

" 1/ " " 1/ 1/ " 1/ " " 1/ 

(胴
一
服
鵬
硝
館

・
)

(松
岡
設
計・
)

(間
腕
給
持
菅
閣

官)

(抑
制
設
計・
)

(瑚
雌
糊
胴
・
)

計本経底 維続料 ~J;
画遺跡 持持計 1且
事管 ・ 管管 ・ 全

...!!..聖 巴~些

(
紫二
組
)

(
赤
ひ
よ
こ
組
)

(
育
教
担
当
)

(
貰
組
)

(
縁
組
)

(
紫
一
組
)

(
柑
組
)

(赤
ね
、
」
組
)

(青
組

)

(
桃
う
さ
ぎ
組
)

(
桃
ら
い
お
ん
組
)

(
桃
り
す
組
) 包匂6斗-Luùl 俄役場j
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保
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O
所
長

O
主
任
保
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石
田
ト
シ
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高
市
妃
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八
木
幸
美

小
田
倫
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八
木
美
智
子

栗
田
貴
子

近
藤
智
穂

大
北
鹿
代
子

罵
川
明
美

大
北
幸
子

南
吉
井
第
二
保
育
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長
奥
村
久
子

主
任
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母

玉
乃
井
京
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O
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大
北
小
代

子
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松
下
信
恵

O

H

山
内
裕
子

川
大
西

幸

O

H

黒
河
亜
紀

H

岡
山
浩
子

。

円
高
橋
直
子

川
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岡
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千
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田
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岩
田
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房
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黄表安寺玩露
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想通想主想想

(
フ
リ
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(
育
教
担当
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(
黄
組
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組
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(
赤
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)

(
緑
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(
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(
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(
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(
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(
フ
リ
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(赤
ひ
よ
こ
組
)

(
青
組
)

。

補調保
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恒
岡
佳
枝

川
淵
満
恵

丹
生
谷
百
合
子

吉
田
豊
香
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上
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幸
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O
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岡
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潤
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ウエルケア垂信落成式特
別
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老
人
ホ
l

ム
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ケ

ア
ハ
ウ
ス
な
ど
五
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の
老
人
福

祉
施
設
を
併
設
し
た
「
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ェ

ル

ケ
ア
重
信
」

が
北
野
田
に
完
成

し
、
四
月
十
五
日
、
関
係
者
約

百
五
十
人
が
出
席
し
て
落
成
式

を
行
い
ま
し
た
。

「
ウ

ェ

ル
ケ
ア
重
信
」

で
は
、

お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
老
人
福
祉

施
設
と
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の

機
能
的
な
連
携
に
よ
り
効
果
的

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

宮
九
五
五
1

0
=
二
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窪 川 田淵原 川 窪良法1) 窪田林洲田回 所

土 ?An 白波 :磨琢松村大豊富『事情 11，鳥牧岡 保!吉池 霊法 本上島田岡野本岡 田 護
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め
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と
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河野 i可 7，s丈、

林原田原口良試1) 榊l 所

小佐松谷杉 i酒大徳 f呆
i也伯下口 井凶永 護
' 1 貫 宣 大文義H青 栄養 者
吾成介主主 尚 幸 之

さ I~，í [; 莱z大!賞lJ健i盟ゆトj 出

守 liix き鈴;樹q告1太た奈な平日 生!尼
333  3 3 3 3 2 生
- ・ ・・・・ ・ ・

年
月
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お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

下樋山樋上横牛横南見下柑( 1:1ニ 志西山
之 河河野奈 iii[ ;孝之

林口内口林原決1) )東日良林原洲川 | 岡内

弁和利l 柴 il主字律i'lt 藤八 iJ主地t長笠 1高丸奥tキ'J 佐 氏本間 I~-I 円 | 昔日都 田坂昔日 松原 山 室賀1:1長1 
正 モぺτE二で戸f、 美 貧富'6!;辰 事 ハ武 ユ義

代美 Jj~ 五 ー ル rlí ヨ 名l協 l明 夫子 5J~久郎子郎子 βll EFZ 純 子
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4 4 4 4 4 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 吾E
亡
σコ

9 7 5 3 1 31 28 26 26 22 22 22 20 19 14 13 日

*含年もさ<6が満開でレた*

NTT四国電話帳附-阿仙
叩

n
H
H
f
 

r
ト
Lr⑤791-02 重信町大字志津川972番地合 (089)964-2001 (代表)

山長掛声移ち;;0 団主同11 

日 (llJü 行 ~j;ï. 名 H寺 !日l 場所

1 (土) 歴史民俗資料館工事のため臨H寺休館 (6月 3 日(月)まで)

2 (日) 当番医 西野内科クリニック 重信町牛j刻 H964-2200 

3 U'J) 
子(3宮0才頚以が上んの・ 女字し性が)ん検診 [l3:00-14 :00 [ 町民 会館
IIITP連第1回役員会

子宮頚がん ・礼がん検診
13:00-14 :00 IHT 民会館

4 (刈 (30才以上の女性)
--- -- - - - - ・- ・--ーーーーーーーーー ー ーーーーー ー ーー ー ーー ー ー --骨骨

おとしより健康相談室(要予約) 14:00- 16:0。 役場保健婦室

5 (7同 健康つ〈り料理講習会(カルシウム食) 10:00-12:30 横iiif)京公民館

6 休)
日本})iiJ Øミ予防桜種②

14:00-14:30 町民会館
(3才、 4才児及び'90ヵ月未満の未接種児)

7 幽

8 (土) 菊づくり講座 13:30 -15: 30 111 ] 民会館

9 (日) 民当1番~ I図医ー苧望藤号石7病ñ院一一一一一一一一一一一一一ー一一一重_j信9町: 0志?三津16川J??l2開96一雪4-ー1ー2竺34 

1 0(月)
不燃物回収日
ーーーーー ー ーーー ー・ ー ー -- - ー ー ーー ーーーーーーーーーー』ーーーーー ーーー ーー ーー ー ーー ーー ー ーーー ーー ー ーーー ー ー

リハビリ教室 13:30-15 : 301 1町民 会館

ll (刈 おとしより健康相談室(要予約) 14: 00-16 :00 役場保健婦室

12(7)<) 
礼児健康診査

町民会館
(HN.8月 ・ 11 月 生まれ及ぴH 8ifc2f) 生まれの者)

13:30-14 :30 

行政心配こP と相談所 l3: 00-15 :00 町民会館
ーー ーーー ー ー ー ー ー ーーーーーーー ーー ーー ー ー -- - ---- - 骨 -- ーー ・ー ・ ・ ーー ー ーー ーー ーーーーーーーーーーーー

13(村
中央料理教室 9:30-12 :00 町 民会館
ー ー ーー ーーー ー 咽 ー亭亭『ー・b 苧・ーー ー ーー ー ーーー ー ー ーーーーーー ーーーーーーーーーー--・ ーー _ ---ーーーー--

日本脳炎予防接種③
14:00-14 目 30 IIIT 民 会館

(3才、 4才児及び90ヵ月未満の未接強児)

14 (翁 文章教室

15(土)

1 6(日) 当番医 辻井循環器科・内科・小児科重信町図窪 H964ー 0013

1 7(月)
結核 ・ J1i1ïがん検診(各地区)2 1 日後)まで
ーー ーーー ー ーーー ー ーーー ー ーーー ー ーー ー"ー - - ー 曲 ー ー 抽喧 ーー ーー ーー ーー ーー ーーー ーー ー ー ーーーー ー ーー ー-- -_

健康相談(各地区) 19 日 (7付まで

18(~<J 

19 (ノω
子宮顎がん ・礼がん検診

13:00-14:00 上林公民館
(30才以上の女性)

20(*) 
子宮顎がん ・ 字しがん検診

13:00-14:00 北吉井小体育館
(30才以上の女性)

21倹) リハビリ教室 13: 30-15: 30 111 ] 民会館

22(土) 花い っぱい運動 9: OO-ll: 00 111] 民会館

23(日)
廃棄図書交換市 9: 00-16 :30 図 書 館
骨骨 ー ---_.・ーー ーーー ー ーー --ーー-- ー 司_.骨帽骨骨.骨骨唱曲』 ーー ーー ーー 『母国 ー ，骨骨 骨ーーー ー 』ーーーーーーー

当番医いのうえ小児科 重信町北野田 H955-0055

結核 ・ })市がん検診(各地区)28 日 働まで
ーー ーー ーー ーー -- - ー ーーーー ーー ーーー ーーー ーー---- _.・・ーー ーーー ー ーー ーーーー ーー ーー ーー -- - -ー 輔 借』

24(月)
星空教室

子宮顎がん ・ 手しがん検診 113 : 00 -14 : 00 1 、
(30才以上の女性) 113:00-14:0 雨吉井J) 体育館

25(刈 不燃物回収日

26(7)<) 
離乳食学級

!IIT 民会館
(H 8年2月 ・ 3月生まれの者)

13:30-15: 00 

27(村
心配ごと相談所 13: 00-15 :00 町民会館
『ーーー『宇宇骨 ・ ・ー--ーー ーー ーーーーーー ーー ーー『ーー 骨骨幡骨 骨 ーーーー ー ー・・ ーーー ーー ーー ーーー - --惨事骨骨骨

中央料理教室 9: 30-12 :00 ~IT 民会館

28樹
組大ごみ回収日

文章教室

29(士)

30(日) 当番医 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 H964-2411I 

行政・心配ごと相談所の開設場所が役場から町民会館に変更しました。

PIT J�: ~果編集愛媛県温泉1m重信町発行


